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開会 午後 ７時００分 

○進行（細田課長） 

 はじめに、あいさつを交わしたいと思いますので、皆さん、ご起立をお願いしたいと思います。 

 相互に礼。 

 お願いします。 

 ご着席ください。 

 本日は、夜分お疲れのところをご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 会議の進行をさせていただきます、国保年金課長の細田と申します。よろしくお願いします。 

 それでは、お手元の次第により進めさせていただきます。 

 はじめに、委員の変更がありましたので、委嘱状の交付をいたします。 

 芦安地区の被保険者代表でした森本秀夫さまにおかれましては、突然でしたが、本年５月２日

にご逝去されました。そこで、後任に芦安地区在住の青山智彦さまに委嘱したいと思います。 

 本来ならば、市長からお渡しするべきですけれども、本日、公務のためこちらのほうに来られ

ないということなので、長谷部市民部長から委嘱状を交付します。 

 青山さん、そこでご起立をお願いできますか。 

○市民部長（長谷部寿仁） 

 青山智彦様 

 南アルプス市国民健康保険運営協議会委員に委嘱する。 

 任期を令和４年５月３１日までとする。 

 令和３年１１月１６日 

南アルプス市長 金丸一元 

 よろしくお願いいたします。 

○進行（細田課長） 

 青山さん、ご着席ください。 

 続きまして、会長あいさつ。 

 和田会長からごあいさつをいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○会長（和田哲子） 

 あらためまして、皆さま、こんばんは。 

 本日は、お忙しい中、南アルプス市国民健康保険運営協議会にご出席いただき、ありがとうご

ざいます。 

 長い間、不安定な天候が続いておりましたが、最近になって、ようやく秋らしい日々となって

まいりました。 

 ただいま、事務局から報告がございましたが、芦安の森本秀夫委員には、被保険者代表として

３期にわたり当協議会委員を務めていただきました。多方面でご活躍との話も聞いておりました。

何といいましても、若くしてご逝去されたことも含め、残念でなりません。 

 後任の青山委員には、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルス感染者の発表数も大変少なくなり、山梨県ではゼロの日が続いてお

ります。周囲の山々の紅葉にも癒され、少しホッとできる毎日ではないでしょうか。もちろん次

の感染拡大の波が予想されている中ですので、まだまだ対策の手を緩めるわけにはいきません。 

 私事で恐縮ですが、私の所属しております団体でも、令和２年、３年、予定していた活動が全

て中止になり、大変寂しい思いをいたしました。来年こそは新しい常識の中でも日常が戻ること
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を願うばかりです。 

 ワクチン接種が、３回目の検討に入ったと聞きます。治療薬が特定され、仮に感染しても安定

的に治療が受けられるようになることを祈り、簡単ではございますが、あいさつとさせていただ

きます。 

 本日はご苦労さまでございます。 

 併せて、進行へのご協力をよろしくお願い申し上げます。 

○進行（細田課長） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、部長あいさつ。 

 長谷部市民部長から、ごあいさつをいたします。 

○市民部長（長谷部寿仁） 

 皆さん、こんばんは。 

 市民部長の長谷部でございます。 

 本日は、公私ご多忙のところ、国民健康保険運営協議会にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 皆さまには、日ごろより、市政ならびに国民健康保険事業の運営につきまして、ご理解・ご協

力を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 本来であれば、金丸市長から、皆さま方にごあいさつを行うところではございますが、所用に

より本日は欠席となっております。皆さま方には、本日の議事案件等のご審議、くれぐれもよろ

しくお願いしますとの伝言を言いつかっております。 

 また、先ほど委嘱させていただきましたが、青山さまにおかれましては、委員にご同意いただ

き、ありがとうございました。国民健康保険事業の適正な運営のため、ご審議に加わっていただ

ければと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 本日、ご審議いただく内容につきましては、１２月議会に提案する条例改正案で２案件などと

なっております。後ほど、担当からご説明しますので、ご意見等をお願いしたいと存じます。 

 さて、本市の国民健康保険の財政状況につきましては、基金の残高が一定程度確保されている

ことから、皆さま方のご意見を伺う中で、今年度、国保税率の引き下げを行ったところでありま

す。 

 現在の国保財政は健全な状況でありますが、少子化や団塊世代の後期高齢者医療への移行、ま

た、被用者保険適用の拡大による国保の加入者減少、さらに、国保に加入する高齢者や低所得の

被保険者の割合も高くなるなど、今後、厳しい状況が見込まれます。 

 市といたしまして、国や県の取り組みを注視しながら、被保険者の皆さまが安心して医療を受

け、健康的な生活を送ることができるよう、引き続き国民健康保険事業の健全な運営に努めてい

きたいと考えておりますので、委員の皆さまには、国保運営へのご協力、お力添えを賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

 それでは、本日、よろしくお願いいたします。 

○進行（細田課長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、次第５の議事に移りたいと思います。 

 本日の会議は、制度改正が２案件、報告事項が１案件、合計３案件となります。 

 運営協議会規則第５条第１項の規定により、和田会長に議長をお願いいたします。 
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 よろしくお願いします。 

○会長（和田哲子） 

 では、始めさせていただきます。 

 まず、諸般の報告について、事務局からお願いいたします。 

○進行（細田課長） 

 委員の出席状況、ほか何点か報告させていただきます。 

 まず、はじめに、南アルプス市国民健康保険運営協議会規則第５条第２項の規定により、会議

の成立について、ご報告いたします。 

 本日の会議に際しまして、欠席者のご報告をさせていただきます。保険医代表の河野委員から、

本日の会議に欠席する旨の連絡をいただいております。ここにご報告させていただきます。 

 本日、１９名の委員のうち１８名の委員が出席されており、過半数の出席をいただいておりま

すので、本日の会議が成立しましたことを、ご報告いたします。 

 続きまして、この本会議では、会議録作成のため、会議の内容を録音させていただいておりま

す。ご意見・ご質問等をされる場合は、お名前をおっしゃってからご発言くださいますよう、お

願い申し上げます。 

 なお、本運営協議会の会議は、公開で行うものとされており、運営協議会の開催および公開に

ついては、市ホームページにて周知しております。 

 しかしながら、本日の会議の傍聴希望者がいませんでしたので、ここでご報告します。 

 以上で、議事に先立ちまして、報告を終わります。 

○会長（和田哲子） 

 ありがとうございました。 

 議事録署名委員の指名。 

 議事に先立ちまして、南アルプス市国民健康保険運営協議会規則第７条により、会議録を作成

することになっております。 

 会議録署名委員２名を指名します。 

 会議録署名委員に、望月定子委員、長田悦子委員を指名します。 

 望月委員、長田委員、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入りたいと思います。 

 まず、（１）制度改正、①出産育児一時金の改定に伴う国民健康保険条例の改正について、事務

局より説明をお願いします。 

○国民健康保険担当（清水） 

 国民健康保険担当の清水です。よろしくお願いします。 

 出産育児一時金の改定に伴う国民健康保険条例の改正について、説明します。 

 資料の１ページをご覧ください。 

 １ 改正の内容につきましては、令和３年８月４日に健康保険法施行令の一部を改正する政令

が公布されたことに伴い、産科医療保障制度の掛金の見直しと併せ、出産育児一時金の支給額を

変更します。 

 ２ 出産育児一時金の支給につきましては、国保の被保険者が出産したときに、出産に要する

経済的負担を軽減するため、条例の規定に基づき、出産育児一時金を支給しています。 

 支給方法としまして、医療機関が被保険者に代わって出産育児一時金を受け取る直接支払制度

があります。これにより、被保険者は、出産費用のうち出産育児一時金を除いた金額を医療機関
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に支払うことになりますので、まとまった金額を事前にご用意いただく必要がありません。 

 なお、出産費用が出産育児一時金を下回った場合には、申請により差額分が世帯主に支給され

ます。 

 ３ 産科医療保障制度につきましては、分娩に関連して重度脳性まひとなった小児と家族の経

済的負担の補償などを目的とした制度であります。補償対象と認定された場合に補償金が支払わ

れます。本制度の加入医療機関において、１分娩につき掛金として１万６千円を支払います。 

 ４ 出産育児一時金の総額につきましては、産科医療保障制度における掛金が、同制度の剰余

金などにより、１万６千円から１万２千円に引き下げとなりました。支給総額が４２万円に維持

されたことにより、現行の出産育児一時金を４０万４千円から４０万８千円に引き上げます。 

 産科医療保障制度の掛金は、本制度の加入医療機関で出産した場合に掛金が加算されます。 

 ２ページをご覧ください。 

 ５ 条例等の改正案の概要につきましては、市国民健康保険条例第５条第１項の出産育児一時

金の額を「４０万４千円」から「４０万８千円」に改めます。 

 次に、市国民健康保険条例施行規則第２条第２項の産科医療保障制度の掛金の額を「１万６千

円」から「１万２千円」に改めます。 

 ６ 施行期日は、令和４年１月１日から施行します。 

 ７ 今年度の支給対象につきましては、１４件の実績がありました。そのうち産科医療保障制

度の利用なしの場合では、加算の対象でない出産が１件、海外出産が１件ありました。 

 今後、１２月議会で条例の議案を提案する予定であります。 

 以上となります。 

○会長（和田哲子） 

 ありがとうございました。 

 ただいま、事務局より説明がありましたが、これにつきまして、ご質問・ご意見等ありました

ら、お願いします。 

 どうぞ。 

○委員（清水栄男） 

 知識がなくて申し訳ないんですけど、産科医療保障制度というのは、具体的にはどういうことな

んでしょうか。 

○国民健康保険担当（清水） 

 １ページの３にありますけど、出産に関わって事故として重度脳性まひとなった小児がいたよう

な場合には、補償するための補償金が支払われるということになります。病院のほうで保険に加入

している場合には、その出産育児一時金の中に掛金が含まれていますので、それで保険契約を結ん

でいただく中で、何か事故が起きた場合、重度脳性まひの小児になったような場合は、経済的負担

を軽減するために補償金が支払われるという制度になっています。 

○委員（清水栄男） 

 補償自体は、病院から、どこから出る。 

○国民健康保険担当（清水） 

 保険会社というか、損害保険会社です。 

○会長（和田哲子） 

 よろしいでしょうか。 

 ほかにいかがでしょうか。 
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 （ な し ） 

 ほかにないようですので、次に、②未就学児の均等割額の減額に伴う国民健康保険税条例の改正

について、事務局より説明をお願いします。 

○国民健康保険担当（清水） 

 未就学児の均等割額の減額に伴う国民健康保険税条例の改正について、説明いたします。 

 資料の３ページをご覧ください。 

 １ 改正の内容につきましては、令和３年６月１１日に全世代対応型の社会保障制度を構築する

ための健康保険法等の一部を改正する法律が施行されました。子育て世帯の経済的負担を軽減する

ため、条例の規定に基づき、未就学児がいる世帯に対して、国民健康保険税の均等割額の減額を行

うものであります。未就学児に係る均等割額を５割減額とします。 

 また、低所得の軽減措置に該当している世帯では、軽減後の均等割額を５割減額します。 

 ２ 未就学児に係る均等割額につきましては、表１、令和３年度の国保税率の表をご覧ください。 

 １世帯ごとの保険税額の算定方法については、左側、国保の給付に充てられる医療保険分、

７５歳以上が加入する後期高齢者医療制度への支援分としての後期高齢者支援金分、４０歳から

６４歳までを対象に介護サービスに充てられる介護保険分に対して、それぞれ世帯の被保険者の所

得に応じて計算される所得割、被保険者１人につき定額の均等割、１世帯につき定額の平等割を算

定した合計で決められます。 

 この中で、未就学児１人に係る均等割額については、点線部分の医療保険分として２万３，

５００円、後期高齢者支援金分として８，６００円の合計３万２，１００円を負担していただいて

おります。 

 ４ページをご覧ください。 

 ３ 低所得世帯に対する国民健康保険税の軽減措置につきましては、同じ世帯の被保険者および

世帯主の前年中の所得金額の合計額が、表２の軽減区分、７割、５割、２割に応じた基準以下の世

帯に対して、均等割額と平等割額が軽減されます。 

 世帯主には、擬制世帯主を含みます。 

 擬制世帯主は、世帯主本人は国民健康保険の資格はありませんが、世帯に国保の被保険者がいる

世帯の納税義務者となります。 

 減額の対象となる世帯の認定につきましては、賦課期日の４月１日現在で行っていますので、年

度途中における加入者の増減については考慮しておりません。 

 ただし、４月２日以降に国保に加入することにより納税義務が発生し、月割りの賦課を行うとき

は、その納税義務の発生した日の現況により認定しております。 

 次に、４ 未就学児に係る均等割額の減額につきましては、低所得者の軽減措置（７割・５割・

２割）に該当している世帯は、軽減後の割合に対して、未就学児の均等割額を５割軽減します。 

 表３をご覧ください。 

 未就学児１人に係る均等割額の減額につきましては、軽減を受けていない世帯で、均等割額３万

２，１００円の半額が減額され、右側の減額後の均等割額は１万６，０５０円となります。 

 また、低所得者の軽減措置の対象世帯につきましては、７割軽減の場合には、均等割額を７割軽

減した９，６３０円が軽減後の均等割額になります。さらに、未就学児の減額分として９，

６３０円の半額４，８１５円が減額され、減額後の均等割額は４，８１５円となります。均等割額

３万２，１００円に対して８．５割の軽減となります。 

 同様の算定により、５割軽減の場合には、減額後の均等割額は８，０２５円となり、均等割額
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３万２，１００円に対して７．５割の軽減となります。 

 また、２割軽減の場合には、減額後の均等割額は１万２，８４０円となり、均等割額３万２，

１００円に対して６割の軽減となります。 

 次に、５ページの表４をご覧ください。 

 １０月２０日時点での未就学児は、軽減を受けていない世帯で１３３人、軽減を受けている世帯

で２１８人、合わせて３５１人となっています。 

 また、それぞれの軽減対象世帯で均等割額の軽減額を試算したところ、合計で約３７８万円とな

りました。 

 なお、軽減した均等割額については、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１の負担で財源

が措置されます。 

 未就学児の均等割保険税の軽減の判定時期につきましては、賦課期日の４月１日に固定をせず、

出生など国保資格が生じる月から保険税の軽減対象となります。 

 この未就学児の均等割額の減額措置は、令和４年度の国民健康保険税の算定から適用されます。 

 今後、１２月議会で条例の議案を提案する予定であります。 

 以上となります。 

○会長（和田哲子） 

 ありがとうございました。 

 ただいま、事務局より説明がありましたが、これにつきまして、ご質問・ご意見等ございました

ら、お願いします。 

 いかがでしょうか。 

 （ な し ） 

 ないようですので、次に、（２）報告、令和２年度国民健康保険特別会計の決算について、事務

局より説明をお願いします。 

○国民健康保険担当（長澤） 

 国民健康保険担当の長澤です。よろしくお願いいたします。 

 資料の６ページをお開きください。 

 令和２年度国民健康保険特別会計決算参考資料になります。 

 こちらにつきましては、国民健康保険特別会計の状況を示しております。 

 上段が歳入、中段が歳出の内訳となっています。 

 令和２年度の決算につきましては、歳入の合計額が７１億７，００３万３，９９５円、歳出の合

計が６９億１，３１５万６，８１５円となりまして、収支の差引額につきましては、２億５，

６８７万７，１８０円となりました。 

 また、歳入の一番上の欄、国民健康保険税につきましては、令和２年度の決算額は１６億６，

６７３万３，８８３円で、前年度より３，１１０万２，４５８円の増額となっています。 

 次に、歳入の下から２番目の欄、繰越金につきましては、令和２年度は前年度からの繰越金が

１億７，８９２万６，４９１円ありました。この財源を基に、歳出の下から４番目の欄になります

が、基金積立金としまして財政調整基金に７，３６３万９，５０５円を積み立てています。 

 なお、この令和２年度決算につきましては、９月の市議会に提出をしまして、審議の結果、認定

を受けたことをご報告いたします。 

 また、一番下、下段に、年度別の平均被保険者数、国保税率、調定、収納率等を掲載しておりま

すので、ご参考にしてください。 
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 以上で説明を終わります。 

○会長（和田哲子） 

 ありがとうございました。 

 ただいま、事務局より説明がありましたが、これにつきまして、ご質問・ご意見等ございました

ら、お願いします。 

○委員（池川正美） 

 歳入ですが、６ページでございますけども、１０番の繰入金の５億５千万円あるうち基金や一般

会計からの法定内と法定外があると思うんですけど、その内訳を教えてもらいたいという質問です

けど、よろしくお願いします。 

○国民健康保険担当（清水） 

 金額がはっきりお答えすることができないんですが、繰入金の種類としては、国民健康保険特別

会計ということになりますので、まず、職員給与費の繰入金があります。そして、特別会計のほう

で事務を行うための事務費繰入金があります。それと、先ほど話をさせていただきましたが、低所

得者の方の保険税を軽減する分の、保険税を軽減した場合、それに対して、一般会計のほうから保

険基盤安定の負担金ということで、軽減した分を繰り入れています。あとは、医療費に関わるもの

なんですが、窓口無料化ということで、障がい者の方の重度医療、心身障がい者の方の分の窓口無

料化に伴う医療費が波及した分、それに併せて、こども医療費とひとり親の医療費も、医療費が窓

口無料化に伴う波及分として、一般会計のほうから繰り入れています。 

 以上となります。 

○委員（池川正美） 

 一般会計からはないですか。一般会計がある場合、法定外と法定内になるところを教えてくださ

い。 

○国民健康保険担当（清水） 

 医療費の窓口無料分に係る重度医療の障がい者の関係の医療費の分と、こども医療とひとり親の

医療と、もう１つ、こちらの保健事業で特定健診の事業に関わる分で一般会計から繰り入れしてい

る分がありますので、それが種別的には法定外のほうの繰入に入ると思います。 

○会長（和田哲子） 

 よろしいでしょうか。 

 （はいの声） 

 ほかにいかがでしょうか。 

 （ な し ） 

 ないようですので、その他ということですが、事務局からお願いします。 

 （ な し ） 

 委員さんで何か話題にしたいようなことはございますでしょうか。 

 （ な し ） 

 ないようですので、これで議事を終了させていただきます。 

 ご協力ありがとうございました。 

○進行（細田課長） 

 和田会長、ありがとうございました。 

 議事の中で、２つの条例改正につきましては、先ほどからも説明しておりますけども、１２月

議会に提案して、議会で審議されることになります。 
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 ご承知おきいただきたいと思います。 

 続いて、次第の６になります。 

 その他になりますけども、議事とは関係なく、委員の皆さまから何かありましたら、ここでお

願いしたいと思いますけども、いかがでしょうか。 

 （ な し ） 

 なければ、事務局から連絡をさせていただきます。 

○国民健康保険担当（伊藤） 

 報酬の支払いについて、ご連絡させていただきます。 

 委員の皆さまの今回分の報酬につきましては、１２月上旬ころの支払いを予定しております。

本年中に開催の支払い分については、令和３年分源泉徴収票として、来年１月ころにお送りいた

しますので、よろしくお願いいたします。 

○進行（細田課長） 

 続いて、私からお話したいと思います。 

 本運営協議会の次回の日程なんですけれども、２月ごろを予定しております。毎年２月に来年

度の税率の関係で皆さまに諮問させていただいています。それについて協議をしていただくこと

になっていますので、近くなりましたら、また連絡させていただきます。 

 事務局からは以上となります。 

 それでは、以上で、本日の会議は全て終了することができました。 

 閉会の言葉を本多副会長にお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○副会長（本多眞澄） 

 皆さま、お疲れさまでした。 

 私、この会議に来ようと思って車に乗った途端、マスクを忘れまして、「あっ、マスク、マス

ク」と言って、家の中に入ったら、ちょうどテレビで小学生の男の子が、「僕の望みは、マスクな

しで友達の笑顔を見ながら一緒に遊びたいです」と言っているところをちょうど見たんです。そ

れが、本当の終息に向かって、この子が言ったことが本当になるように祈りつつ、今日の南アル

プス市国民健康保険運営協議会を閉会とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○進行（細田課長） 

 ありがとうございました。 

 委員の皆さまには、夜分お疲れのところ時間をいただき、会議の進行にご協力いただき、誠に

ありがとうございました。 

 これをもちまして、本日の全ての日程を終了いたします。 

 ありがとうございます。 

 お気をつけてお帰り下さい。 

閉会  午後 ７時３２分 
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